『　ふるさと選手制度　』使用手続きについて
（公財）秋田県体育協会
ふるさと登録・申請に係る個人情報の取り扱いについて

　標記の個人情報は、秋田県体育協会を経て、開催県実行委員会、当該中央競技団体、当該会場地市町村実行委員会、日本体育協会において、参加資格の確認をはじめとする大会運営業務のために使用いたします。

～ふるさと登録までの流れ～
①　ＷＥＢ上での登録（競技団体担当者が行う）
　　「国民体育大会参加申込システム」からの登録となります。ふるさと登録対象者全てを入力してください。（注意１参照）ふるさと登録の入力が終了しないと大会参加申込の入力ができませんので留意してください。
2 ふるさと登録届・ふるさと選手制度使用申請書の提出
1． 下記の手順により、様式をダウンロードしてください。
秋田県体育協会ＨＰ→資料・様式ダウンロード一覧→ふるさと登録届・ふるさと選手制度使用申請書
2． ダウンロード後、競技者が記入し、競技団体へ県予選会前に提出してください。競技団体は取りまとめの上、東北総体申込み時に秋田県体育協会競技スポーツ課に提出してください。
（競技団体も１部コピーを保管しておくこと）
《　ふるさと選手制度の留意点　》

· ふるさと選手登録は国体予選会から申請が必要で、毎年手続きをしなければなりません。
· ふるさと選手登録は秋田県内の中学校又は高等学校を卒業したことが条件です。

＊ＪＯＣエリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置有り。
· １度「秋田県」にふるさと登録をすれば、他の都道府県をふるさと登録することはできません。
· 原則としてふるさと選手制度の活用は、１回につき２年以上連続とし、活用できる回数は２回までです。
＊第６５回国民体育大会から、『参加申込システム』の導入により、ＷＥＢ上で大会参加申込みとふるさと登録の手続きを行うことになりました。


従ってふるさと登録は①ＷＥＢ上での登録と②ふるさと登録・使用申請書用紙の提出の両方が必要となります。


＊注意１　ふるさと登録は東北総体出場選手、国体出場選手以外にも県予選会に出場した（出場予定も含む）時点で登録が必要となります。











